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(57)【要約】
　デジタルメディアコンテンツを作成するためのシステ
ム、方法、及び、機器。ユーザデジタル機器上で実行さ
れるアプリケーションは、イベントを記録するために、
機器の音声または映像センサを制御する。記録コンテン
ツは、その後、機器の特定領域へ自動的にコピーされる
。記録コンテンツは、その後、サーバへ自動的にアップ
ロードされる。アップロードされると、記録コンテンツ
は、その後、サーバ及び特定のサービスに関連するスタ
ッフにより評価及び検討される。記録コンテンツが承認
可能であると判断される場合には、その後、予め定めら
れた基準に従い、金額が記録コンテンツに関連付けられ
、この金額がこのサービスのユーザアカウントに適用さ
れる。記録コンテンツは、その後、このサービスに関連
するものとしてマーキングされ、一般に使用できるよう
にされる。コンテンツを作成したユーザは、その後、彼
のアカウントからその金額を引き出すか、または、適切
な通貨に交換することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器を用いてデジタルメディアコンテンツを作成するための方法であって、
　ａ）前記機器上のセンサを起動し、それにより、前記機器の周囲の環境からの入力を受
信することと、
　ｂ）前記機器への前記入力をキャッシュに格納し、それにより、前記入力を記録し、記
録コンテンツを作成することと、
　ｃ）前記ユーザから、前記入力の記録を停止するためのユーザ入力を受信することと、
　ｄ）前記記録を終了し、前記記録コンテンツを、前記ユーザ機器上の記憶媒体の特定領
域へコピーすることと、
　ｅ）前記記録コンテンツを、前記ユーザ機器からリモートサーバへ自動的に伝送するこ
とと、
　ｆ）前記記録コンテンツを、前記ユーザ機器から自動的に削除することと、
　を備え、
　前記ユーザ機器は、民生用モバイル機器である、方法。
【請求項２】
　前記民生用モバイル機器は、
　携帯電話機、
　スマートフォン、及び、
　タブレット型コンピューティングデバイス、
　のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップｅ）が実行される前に、ステップｄ１）が実行され、
　ステップｄ１）は、
　前記ユーザからユーザ作成テキストコンテンツを受信し、前記ユーザ作成テキストコン
テンツを前記記録コンテンツに関連付けること、
　を備え、
　前記ユーザ作成テキストコンテンツは、前記記録コンテンツと共に前記リモートサーバ
へ伝送される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記センサは、
　ビデオカメラ、
　画像カメラ、及び、
　マイクロフォン、
　のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ作成テキストコンテンツは、
　タイトル、
　前記記録コンテンツの説明、
　前記記録コンテンツを示すテキスト、
　前記記録コンテンツに関連付けられるタグ、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法は、
　ｇ）前記リモートサーバと関連のあるサービスから、前記サービスの前記ユーザアカウ
ントに予め定められた金額が入金されたという通信を受信する、
　ステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記通信は、前記記録コンテンツのバージョンが、一般への公開に使用可能であること
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を示す、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記記録コンテンツは、
　画像、
　ビデオクリップ、及び、
　音声記録、
　のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法は、前記サービスにより要求された前記ユーザからの前記記録コンテンツの種
類、または、内容を示す前通信を前記サービスから受信するステップを含む、請求項６に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記前通信は、前記サービスにより要求された前記ユーザからの前記記録コンテンツに
対して、前記サービスにより支払われる金額を示す、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サービスにより要求された前記ユーザからの記録コンテンツの種類は、記録コンテ
ンツに対する視聴者の嗜好の変化に基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記一般に公開される記録コンテンツに用いられるデータは、モバイルデータサービス
プロバイダに対して収益を生み出し、前記収益は、前記モバイルデータサービスプロバイ
ダと、前記サービスとの間で分配される、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップｇ）は、前記記録コンテンツが、一般への公開に使用可能とされることが、前
記サービスにより承認された後にのみ実行される、請求項６に記載の方法。
【請求項１４】
　前記予め定められた金額は、前記記録コンテンツの内容に基づく、請求項６に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記予め定められた金額は、
　前記記録コンテンツの画像品質、
　前記記録コンテンツの長さ、
　前記記録コンテンツに記録されたイベント、
　前記記録コンテンツに記録されたイベントの参加者、
　前記記録コンテンツに記録されたイベントの種類、
　前記記録コンテンツに含まれる音声コンテンツの量、
　前記記録コンテンツに含まれる映像コンテンツの量、
　のうちの少なくとも１つに基づく、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記特定領域は、前記ユーザによりアクセス不可能である、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　ユーザ機器を用いてデジタルメディアコンテンツを作成するためのシステムであって、
　前記ユーザ機器上のセンサを起動及び停止するためのセンサモジュールと、
　前記センサモジュールと通信し、前記センサにより記録されたコンテンツを受信するた
めのコンテンツ作成モジュールであって、前記センサによる記録が終了すると、記録コン
テンツが作成される、コンテンツ作成モジュールと、
　前記センサにより記録された前記コンテンツをキャッシュに格納し、前記コンテンツの
記録が終了すると、前記記録コンテンツを、前記ユーザ機器の特定領域へ自動的に伝送す
るための記憶モジュールと、
　前記記録コンテンツを、前記ユーザ機器からリモートサーバへ自動的に伝送するための
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送信／受信モジュールと、
　を備え、
　前記記録コンテンツは、前記記録コンテンツが前記リモートサーバへ伝送されると、前
記ユーザ機器から自動的に削除される、システム。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［技術分野］
　本発明は、デジタルメディアコンテンツに関する。より具体的には、本発明は、スマー
トフォン及びタブレット型コンピュータなどの民生用ユーザ機器を用いてデジタルメディ
アコンテンツを作成するためのシステム、方法、及び、機器に関する。
［背景］
　視聴覚機能が装備された、スマートフォン及び他のモバイルコンピューティングデバイ
ス（例えばタブレット型コンピュータ）の拡散は、ユーザが創出したデジタルコンテンツ
の急増を引き起こしてきた。ＹｏｕＴｕｂｅ、Ｖｉｍｅｏ、Ｄａｉｌｙ　Ｍｏｔｉｏｎ、
ＬｉｖｅＬｅａｋ、及び、その他多数の動画共有サイトは、ユーザが自由に彼らの動画を
アップロードしたり共有したりすることを可能にする。同様に、ユーザが作成した画像も
また、Ｖｉｎｅ、Ｆｌｉｃｋｒ、５００ｐｘ、ｉｍｇｕｒなどのウェブサイトを用いて共
有されうる。音声ファイルもまた、ｂａｎｄｃａｍｐ、ｃｌｙｐ、ｓｏｕｎｄｃｌｏｕｄ
などのウェブサイトを用いて共有されうる。しかしながら、表示される様々なメディアコ
ンテンツの広告からの収入以外には、そのようなコンテンツを作成するユーザは、通常、
コンテンツからの利益を共有しない。ＹｏｕＴｕｂｅ及び他のいくつかのウェブサイトが
、そのコンテンツが何回見られたかに基づいて、そのようなコンテンツをアップロードし
たユーザに対して報酬を与える一方、メディアコンテンツの作成者（つまり、オリジナル
のコンテンツを創出するユーザ）は、彼らがアップロードしたコンテンツが有名になるま
で、また、有名になるかどうか、を待たなければならない。
【０００２】
　コンテンツの作成者またはユーザに対する金銭的報酬を生み出すための上述のモデルに
関する１つの問題は、コンテンツが広く見られるか、または、目に留められるまで、コン
テンツの作成者は利益を共有しないことである。その上、コンテンツの作成者は、通常、
作成したコンテンツを、複数のウェブサイトに自由に再アップロードできる。それゆえに
、ウェブサイトは、この作成されたコンテンツに関して独占性を有しない。
【０００３】
　さらに、文化的または歴史的重要性はあるかもしれないが、あまり一般的でないかもし
れない作成されたコンテンツは、そのコンテンツを作成したユーザに対してその程度の収
入を生みださないであろう。最近の出来事において見られるように、社会的及び政治的な
変動は、通常、参加者によるか、または傍観者により映像で記録される。暴動、抗議、及
び他の歴史的な出来事は一般的でないかもしれず、それゆえに、そのようなコンテンツを
作成したユーザに対して収入を生み出さないであろう。しかしながら、そのようなユーザ
は、それが明らかにするような歴史を捉えた報酬を受けるべきである。これまでのところ
、そのようなコンテンツの作成に伴う曖昧な悪評以外には、これらのユーザが報われるこ
とはない。
【０００４】
　これまでのところ、コンテンツが一般に公開される前に、作成されたデジタルメディア
コンテンツに対してユーザに報酬を与えるウェブサイトまたはサービスは無い。さらに、
コンテンツに関する独占性を可能にするウェブサイトまたはサービスは無い。
【０００５】
　それゆえに、従来技術の欠点を、克服するとは言わないまでも軽減するシステムまたは
方法が必要である。
［概要］
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　本発明は、デジタルメディアコンテンツを作成するためのシステム、方法、及び、機器
を提供する。ユーザデジタル機器で実行されるソフトウェアアプリケーションは、機器の
周囲の環境を記録するために、機器の音声または映像センサを制御する。記録コンテンツ
は、ユーザにより、選択的にタグ付けされ、説明され、タイトルが付けられると、その後
、機器の特定領域へ自動的にコピーされる。記録コンテンツは、その後、自動的にサーバ
へアップロードされる。アップロードされると、記録コンテンツは、その後、サーバ及び
特定のサービスに関連するスタッフにより評価及び検討される。記録コンテンツが承認可
能であると判断される場合には、その後、予め定められた基準により、金額が記録コンテ
ンツに関連付けられ、この金額がこのサービスのユーザアカウントに適用される。記録コ
ンテンツは、その後、このサービスに関連するものとしてマーキングされ、一般に使用で
きるようにされる。コンテンツを作成したユーザは、その後、彼のアカウントからその金
額を引き出すか、または、適切な通貨に交換することができる。
【０００６】
　第１の態様において、本発明は、ユーザ機器を用いてデジタルメディアコンテンツを作
成するための方法であって、
　ａ）上記機器上のセンサを起動し、それにより、上記機器の周囲の環境からの入力を受
信することと、
　ｂ）上記機器への上記入力をキャッシュに格納し、それにより、上記入力を記録し、記
録コンテンツを作成することと、
　ｃ）上記ユーザから、上記入力の記録を停止するためのユーザ入力を受信することと、
　ｄ）上記記録を終了し、上記記録コンテンツを、上記ユーザ機器上の記憶媒体の特定領
域へコピーすることと、
　ｅ）上記記録コンテンツを、上記ユーザ機器からリモートサーバへ自動的に伝送するこ
とと、
　ｆ）上記記録コンテンツを、上記ユーザ機器から自動的に削除することと、
　を備え、
　上記ユーザ機器は、民生用モバイル機器である、方法。
【０００７】
　第２の態様において、本発明は、ユーザ機器を用いてデジタルメディアコンテンツを作
成するためのシステムであって、
　上記ユーザ機器上のセンサを起動及び停止するためのセンサモジュールと、
　上記センサモジュールと通信し、上記センサにより記録されたコンテンツを受信するた
めのコンテンツ作成モジュールであって、上記センサによる記録が終了すると、記録コン
テンツが作成される、コンテンツ作成モジュールと、
　上記センサにより記録された上記コンテンツをキャッシュに格納し、上記コンテンツの
記録が終了すると、記録コンテンツを、上記ユーザ機器の特定領域へ自動的に伝送するた
めの記憶モジュールと、
　上記記録コンテンツを、上記ユーザ機器からリモートサーバへ自動的に伝送するための
送信／受信モジュールと、
　を備え、
　上記記録コンテンツは、上記記録コンテンツが上記リモートサーバへ伝送されると、上
記ユーザ機器から自動的に削除される、システム。
【０００８】
　本発明の実施形態は、これから次の図を参照して説明され、これらの図において、異な
る図における同一の参照番号は、同一の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の１つの態様によるシステムのブロック図である。
【図２】本発明の他の態様によるステップを詳述するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
［詳細な説明］
　図１を参照して、本発明の１つの態様によるシステムのブロック図が説明される。シス
テム１０は、ビデオカメラ、普通のカメラ、及び／または、マイクロフォンが装備され、
映像、画像、または、音声を記録できる、スマートフォン、携帯電話機、タブレット型コ
ンピュータ、または、他のポータブルコンピューティングデバイスなどの民生用ユーザモ
バイル機器上で実行するソフトウェアアプリケーション（または「ａｐｐ」）の形態をと
りうる。図に示すように、システム１０は、システムを使用するユーザのためのメインゲ
ートウェイとして機能するメインモジュール２０を備える。メインモジュール２０は、次
にセンサモジュール４０と通信するコンテンツ作成モジュール３０と通信する。センサモ
ジュール４０は、その周囲からのアナログ入力を受信するためにセンサ５０を制御する。
また、システム１０の一部は、記憶モジュール６０、通信モジュール７０、及び、表示モ
ジュール８０である。通信モジュール７０、表示モジュール８０、及び、記憶モジュール
６０は、ワイヤレス手段により、サーバ１００へデータを送信／受信するために、送信／
受信モジュール９０と相互に作用する。
【００１１】
　動作中に、システム１０は、メインモジュール２０を通してユーザ入力を受信する。デ
ジタルメディアコンテンツを作成するためのユーザ入力を受信すると、メインモジュール
２０は、センサモジュール４０と通信するように、コンテンツ作成モジュール３０に指令
する。センサモジュール４０は、センサ５０が起動または停止するようにセンサ５０を直
接制御する。センサ５０の起動は、センサ５０が、その周囲からのアナログ入力を受信し
、このアナログ入力をデジタル化し、さらに、デジタル化されたコンテンツをコンテンツ
作成モジュール３０に送信することを引き起こす。デジタル化されたコンテンツは、その
後、記憶モジュール６０により、ユーザ機器上でキャッシュに格納されるか、または、一
時的に保存される。ユーザがコンテンツの記録を終了することを希望すると、ユーザは、
メインモジュール２０を通して、終了コマンドを開始する。このことは、センサ５０が停
止されることを引き起こす。センサ５０が停止された後で、記録コンテンツが作成される
。記録コンテンツはその後、記憶モジュール６０により、ユーザ機器上のその一時的な記
憶領域から、ユーザ機器の特定領域またはエリアへ移動される。ユーザはその後、記録コ
ンテンツに対して作成テキストコンテンツを提供するように促される。これが提供される
と、記録コンテンツは、作成テキストコンテンツと共に、その後、送信（ｓｅｎｄ）／送
信（ｔｒａｎｓｍｉｔ）モジュール９０を通して、自動的にリモートサーバへ伝送される
。記録コンテンツの伝送が完了すると、記録コンテンツは、その後、自動的にユーザ機器
の特定領域から削除される。それゆえに、唯一の記録コンテンツのコピーは、リモートサ
ーバへ送信されたコピーである。
【００１２】
　センサ５０が、ビデオカメラ、デジタル画像カメラ、音声記録機器（例えば、マイクロ
フォン）、または、任意のこれらの組み合わせの形態をとりうることに留意すべきである
。それゆえに、センサ５０の起動は、ビデオカメラ及び音声記録機器の両方の起動を引き
起こしてもよく、それにより、ユーザ機器が向けられたものの音声及び映像の両方を捉え
てもよい。同様に、センサ５０の起動は、デジタル画像が撮られることを引き起こすよう
に、デジタル画像カメラを起動してもよい。あるいは、センサ５０の起動が、単純に音声
記録機器の起動を引き起こし、それにより、ユーザ機器の周囲の領域の音声を記録しても
よい。それゆえに、記録コンテンツは、音声を伴うデジタル映像、無声のデジタル映像、
デジタル画像、または、単純に音声の記録の形態をとってもよい。
【００１３】
　記録コンテンツが記録され、保存されると、ユーザは、ユーザ作成テキストコンテンツ
を提供するように促される。このテキストコンテンツは、記録コンテンツを表すか、また
は、示すために用いられうる任意のテキストはもちろん、記録コンテンツのタイトル、記
録コンテンツの説明、記録コンテンツと共に用いられるタグ、の形態をとってもよい。ユ
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ーザは、記録コンテンツに関連付けられるフォームの特定の項目を入力するように促され
てもよい。このフォームのいくつかの項目は、その他を任意としてもよい一方で、必須と
されてもよい。完了すると、その後、フォームは、記録コンテンツと関連付けられ、記録
コンテンツと共にリモートサーバへ伝送される。
【００１４】
　ユーザ機器の特定領域は、記憶装置の一部を形成するか、または、ユーザ機器に付加さ
れた記憶媒体（例えば、マイクロＳＤカード）である、記憶媒体の領域であってもよいこ
とに留意すべきである。特定領域は、記録コンテンツがリモートサーバへ伝送される前、
及び、間の、記録コンテンツの一時的な記憶領域として機能する。記録コンテンツが記録
される間、用いられるデジタルファイルは、ユーザ機器のオペレーティングシステムによ
り用いられるファイルであってもよい。記録が終了すると、記録コンテンツは、その後、
デフォルトの位置から特定領域に移動される。それゆえに、特定領域は、ユーザが、記録
コンテンツに関連付けられるテキストコンテンツを入力する間、記録コンテンツを保存で
きる。テキストコンテンツが完了すると、テキストコンテンツは保存され、ユーザ機器が
リモートサーバと通信することを可能にするユーザのアカウント情報などのユーザ情報と
共に、特定領域内の記録コンテンツと関連付けられる。記録コンテンツ、関連付けられた
テキストコンテンツ、及び、ユーザのアカウント情報は全て自動的にリモートサーバへア
ップロードされる。伝送が完了すると、記録コンテンツ及び関連付けられたテキストコン
テンツは、その後、ユーザ機器から削除される。このことは、ユーザが記録コンテンツを
他のウェブサイトまたはサーバへ掲載することを防止する。ユーザが特定領域から記録コ
ンテンツをコピーすることを防止するために、特定領域は、ユーザがアクセスできないよ
うにされるべきであり、好ましくは、システム１０のみがアクセス可能であるべきである
。それゆえに、システムは、特定領域への書き込み、及び、特定領域からの削除をするこ
とができるけれども、ユーザは、特定領域からのコピー、または、特定領域への書き込み
ができるべきでない。
【００１５】
　リモートサーバ、及び、ユーザ機器上で動作するアプリケーションが、共に、そのユー
ザによりアップロードされたコンテンツを共有するサービス主体と関連付けられ、サービ
ス主体により操作されることが、明確にされるべきである。記録コンテンツがリモートサ
ーバへアップロードされると、記録コンテンツは、サービス主体の人員またはソフトウェ
アにより評価されてもよい。共有するのに適切な題材であると判断された場合、記録され
た題材は、サービス主体により承認される。予め定められた報奨金または報酬が、その後
、サービス主体によりユーザに与えられる。報酬は、そのサービス主体のユーザアカウン
トに入金されてもよく、ユーザは、電子メールなどの任意の適切な手段によりこの入金額
を通知されてもよい。あるいは、報酬は、ＢｉｔＣｏｉｎＴＭなどの任意の適切な暗号通
貨を用いて送られてもよい。代替として、報酬は、ユーザ名義の第三者アカウントに入金
されてもよい。このような第三者アカウント（例えば、ＰａｙＰａｌＴＭアカウント）は
、現金、または、現金に交換されうるクレジットが入金されうるように、当然ながら、サ
ービス主体に知らされる必要がある。報酬に関するユーザへの通知は、電子メール、ＳＭ
Ｓメッセージ（つまり、テキストメッセージ）などの電子通信を通じて、または、サービ
ス主体とユーザとの間の専用通信回線を用いることにより、ユーザに送信されてもよい。
１つの実施において、通信モジュール７０が、（サービス主体に登録済みの）ユーザと、
サービス主体の人員と、の間の電子通信ポータルとして用いられてもよい。通信モジュー
ル７０は、ユーザと、サービス主体に登録済みの他のユーザと、の間の通信回線として用
いられてもよい。
【００１６】
　さらにもう１つの実施において、ユーザの記録コンテンツに対してユーザに与えられる
予め定められた報奨金または報酬は、予め定められた価格の基準または表に基づく。記録
コンテンツの例のそれぞれは、サービス主体により提供される一般に入手可能な価格表に
基づく金額と関連する。記録コンテンツ、及び、そのユーザと共有しようとするコンテン
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ツの種類の観点からサービス主体が要求すること、に応じて、価格表は、異なる記録コン
テンツに対して異なる金額を割り当てる。一例として、サービス主体は、よりニュース中
心とされるよう要求してもよい。そのようにして、最新のニュース記事（例えば、自然災
害、政治的激変、市民暴動、など）に関連する記録コンテンツは、滑稽な出来事よりも高
い金額が割り当てられてもよい。逆に、サービス主体は、ユーザが創出した、または、ユ
ーザが演出したコンテンツを、より希望するかもしれない。このため、滑稽な、または、
風変わりな行為、悪ふざけ、または、演出された出来事、などのユーザが創出したコンテ
ンツは、階段で遊ぶ猫が、その後、転げ落ちる、などの滑稽ではあるけれども予想外の出
来事よりも高い金額が割り当てられてもよい。１つの実施において、予め定められた価格
基準または表は、ユーザがシステムを通じてアクセスすることが可能である（つまり、ユ
ーザがシステムを用いて視認可能である）。他の実施においては、基準または表は、通信
モジュールを用いて、または、任意の他の電子通信手段を用いて、ユーザに伝えられる。
【００１７】
　ある種類の記録コンテンツのための、予め定められた価格表、または、金銭的報酬の基
準に加え、サービス主体は、幾つもの変化する条件に基づいて、特定のコンテンツのため
に期間限定の報奨金を提示してもよい。一例として、どのコンテンツがそのような期間限
定の報奨金にふさわしいかを決定するために、変化する視聴者の嗜好傾向がサービス主体
により用いられてもよい。それゆえに、リャマに関する映像が、好ましい視聴選択として
視聴者のトレンドである場合には、サービス主体は、リャマの映像、または、もしかする
と、ラクダまたはロバなどの他の類似の動物に関する映像に、２４時間の報奨金を提示し
てもよい。また、他の例として、サービス主体は、特定の進行中のイベントに関する記録
コンテンツに報奨金を提示してもよい。例えば、特定の政治集会、または、有名な政治家
による記者会見が起こるかもしれず、サービス主体は、そのようなイベントからの記録映
像または記録音声に対して報奨金を提示してもよい。当然ながら、報奨金は、サービス主
体により、必要であるとして、数時間、数日、または、数週間でさえ、期間限定されても
よい。このような期間限定の報奨金は、通信モジュール７０を用いてサービス主体により
ユーザへ広められうる。
【００１８】
　記録コンテンツを作成するユーザに対して与えられる報酬の額が、多数の要因に依存し
うることもまた、明確にされるべきである。これらの要因は、記録コンテンツの質を含ん
でもよい。例えば、画質の粗い画像、または、画質の粗い映像、または、焦点の合ってい
ない画像または映像は、適切に焦点の合った画像または映像よりも少ない報酬に値しうる
。同様に、記録コンテンツの長さもまた、ユーザに対する報酬の額に影響しうる。例えば
、１５秒の映像または音声クリップは、３０秒または５分の映像または音声クリップより
も少ない報酬に値しうる。しかしながら、記録コンテンツに記録された出来事が、説得力
がある場合には、記録コンテンツの長さ及び／または質は、報酬の額を決めるのに無関係
とされうる。例えば、罪を犯している有名人の１５秒の映像クリップ、または、着陸する
ＵＦＯの１０秒のクリップは、雪の中で遊ぶ犬の５分の映像よりもはるかに高い報酬に値
しうる。従って、イベントの参加者の名声または悪評だけでなく、記録コンテンツに記録
されたイベントの本質も、ユーザに対する報酬の額を決めるための要因として用いられう
る。
【００１９】
　同様に、音声及び映像の両方の組み合わせである記録コンテンツのために、記録コンテ
ンツ内の音声または映像コンテンツの量もまた、ユーザに対する報酬額における要因とさ
れてもよい。一例として、映像は最小限であるけれども、音声コンテンツは存在するイベ
ント（例えば、ユーザが、そこで映像を撮影することは阻止されるけれども、音声は記録
される政治集会）の映像記録は、同一のイベントの完全な音声及び映像の記録よりも少な
い報酬を得るようにしてもよい。逆に、何らかの理由のために、映像は存在するけれども
、音声は抑制されたイベントの記録もやはり、同一のイベントの完全な音声及び映像の記
録よりも少ない報酬を受けるのにふさわしいとされてもよい。これらの及び他の要因、及
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び、実際の報酬額は、当然ながら、本発明の実施によって決まる。
【００２０】
　記録コンテンツの評価及び／またはフィルタリングに関して、サービス主体は、適合性
のために、アップロードされた記録コンテンツを検閲する様々な手段を採用してもよいこ
とを明確にすべきである。何れの記録コンテンツがさらに検閲されるべきかを決定するた
めに、ソフトウェアが、記録コンテンツに関連付けられたユーザ作成テキストコンテンツ
を自動的にフィルタにかけるために用いられてもよい。初期のソフトウェアフィルタを通
らない記録コンテンツは却下され、ユーザに報奨金も報酬も与えられない。初期フィルタ
を通過した記録コンテンツは、検閲者により検閲され、そのような検閲者により承認また
は却下されうる。承認された記録コンテンツは、その後、ユーザによる開示のための、サ
ービス主体のウェブサイト上、または、コンテンツフィード上に掲載されてもよい。上述
したように、ユーザの記録コンテンツが承認された場合、ユーザは報奨金または報酬を与
えられる。
【００２１】
　承認された記録コンテンツは、特定のウェブサイトまたはサービスと関連付けられたと
して、サービス主体によりマーキングされてもよい。記録コンテンツの映像または画像の
透かしの形態をとってもよいこのマーキングは、他のウェブサイトまたはコンテンツプロ
バイダによる再使用を防止するために行われうる。このマーキングに加えて、承認された
記録コンテンツは、コンテンツまたは適合性のためにサービス主体により編集された、関
連付けられたテキストコンテンツを備えてもよい。それゆえに、記録コンテンツのユーザ
が指定したタイトルまたは説明は、記録コンテンツがサービス主体のウェブサイトまたは
コンテンツフィードに供給され、掲載されることに先立って、サービス主体により、編集
、変更、または、完全に差し替えられてもよい。
【００２２】
　想像されるように、本発明の態様のソフトウェアアプリケーションを用いるユーザは、
好ましくは、リモートサーバを管理するサービス主体の既存の登録済みアカウントを有す
るべきである。このような登録済みアカウントは、リモートサーバへの記録コンテンツの
アップロード、及び、承認された記録コンテンツに対する報酬または報奨金の授与を容易
にすることを可能にするであろう。
【００２３】
　システム１０の一部として、表示モジュール８０が、他のユーザまたはユーザ自身から
サーバ主体に供給されたコンテンツを閲覧／購入するためにユーザにより用いられてもよ
い。表示モジュール８０は、ユーザが閲覧し、及び／または、聴くために、他のユーザか
らの承認された記録コンテンツを受信するように、リモートサーバと通信してもよい。表
示モジュール８０は、それゆえに、期限付きで、リモートサーバからコンテンツを流すた
めに、または、ユーザ機器へコンテンツをダウンロードするために、用いられてもよい。
コンテンツは、コンテンツがユーザにより再生されうるように、リモートサーバから特定
領域へダウンロードされてもよい。当然ながら、ダウンロードされたコンテンツが閲覧／
再生されると、その後、それはユーザ機器から削除される。このことは、ダウンロードさ
れたコンテンツが、サービス主体により承認されないかもしれない形で、ユーザにより再
使用されることを防止するために行われてもよい。
【００２４】
　表示モジュール１０は、ユーザ視聴者数に応じて、最も視聴されたコンテンツと共にユ
ーザを表示するように構成されてもよく、または、それは、サービス主体により表示する
ことを承認された最新の記録コンテンツを提供するために表示されてもよい。当然ながら
、ユーザにより視認可能な記録コンテンツに加えて、表示モジュールは、記録コンテンツ
に関連付けられたテキストも表示する。一例として、配信が承認された映像または画像の
それぞれは、（記録コンテンツを作成したユーザから、または、サービス主体のスタッフ
からもたらされうる）説明文、タイトル、記録されたイベントの時間及び日付、及び、記
録の長さ（該当する場合）と共に、ユーザのために表示されるであろう。選択的に、記録
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コンテンツ、または、記録コンテンツの内容（例えば、イベント、または、イベントの参
加者）と関連付けられたタグもまたユーザのために表示されてもよい。
【００２５】
　また、システム１０の一部として、通信モジュール７０は、ユーザとサービス主体との
間の通信のために用いられてもよい。上述したように、通信モジュール７０は、ユーザに
サービス主体により与えられた任意の報酬または報奨金を知らせるために用いられてもよ
い。同様に、通信モジュール７０は、他のユーザまたはサービス主体のアカウントを有す
る他の人々からユーザへ、メッセージを送信してもよい。通信モジュール７０は、サービ
ス主体のエコシステムの内部の通信（例えば、サービス主体を使用する登録済みアカウン
ト保持者の間の通信、及び、サービス主体へ、及び、サービス主体からの通信）に専念し
てもよく、または、他の電子メールまたは電子通信システムにアクセスする通信ポータル
として用いられてもよい。一例として、通信モジュール７０は、ＰＯＰまたはＩＭＡＰサ
ーバにアクセス可能な電子メールクライアントを備えてもよい。あるいは、通信モジュー
ル７０は、ＸＭＰＰ、ＳＩＭＰＬＥ、ＳＩＰ、ＩＲＣ、または、ＡＭＱＰプロトコルの何
れかを用いる通信を可能にするユーザチャット用のサブモジュールもまた装備されてもよ
い。通信モジュールは、Ｗｉ－Ｆｉ、８０２．１１ｘｘ、３Ｇ、４Ｇなどの周知の通信技
術及びプロトコル、及び、他の類似の機器及びサブシステムを用いるために、送信／受信
モジュールと共に動作してもよい。
【００２６】
　記録コンテンツのサーバへの自動的な伝送に使用する送信／受信モジュールは、サーバ
と通信するために様々な種類の通信プロトコルを使用してもよいことにさらに留意すべき
である。一例として、近距離無線通信に用いられるプロトコル（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ）だけでなく、携帯電話機により用いられるプロトコルも使用されても
よい。この目的のために、タブレット型コンピュータだけでなく携帯電話機にて用いられ
る周知の通信モジュールも使用されてもよい。
【００２７】
　サービス主体が、従来の広告または購読料モデル以外の方法で収益を生み出しうること
に、留意すべきである。伝統的に、上に挙げたようなコンテンツ共有サイトは、広告スペ
ースを販売することにより収益を生み出す。ウェブサイト上のより説得力のある、または
、よりユーザに望まれるコンテンツは、コンテンツの視聴者の数を増加させ、これに応じ
て、より多くの視聴者数は、広告主のためのさらなる露出を意味するので、このことは、
より多くの広告収入につながるであろう。逆に、ユーザは、そのコンテンツにアクセスす
るためにウェブサイトに対して申し込む必要があるかもしれない。それゆえに、金を支払
うアカウント保持者は、サービス主体の収益を生み出す。他の収益源として、システム１
０は、携帯電話機または携帯送受話器などの携帯機器に、独占的に、または、望ましくは
、インストールされてもよい。携帯電話機によるデータ使用量は、サービス主体のウェブ
サイト上で、または、表示モジュールを用いることによりユーザがコンテンツにアクセス
するので、携帯電話機のモバイルデータサービスプロバイダの収益を生み出すであろう。
この収益は、その後、モバイルデータサービスプロバイダとサービス主体との間で分配さ
れてもよい。
【００２８】
　図２を参照して、図１のシステムにより実行されるステップを詳述するフローチャート
が説明される。この方法はステップ２００にて、システムがイベントを記録するためのユ
ーザ入力を受信する。ステップ２１０は、ユーザ機器のセンサを起動する。上述したよう
に、センサは、ユーザ機器のビデオカメラ、マイクロフォン、スチルカメラ、または、任
意のそれらの組み合わせ、であってもよい。イベントは、その後、ステップ２２０にて記
録される。イベントが記録されるにつれて、作成されたファイルは、ユーザ機器上でキャ
ッシュに格納される。ステップ２３０において、システムは、記録を終了するためのユー
ザ入力を受信する。これは、システムが、記録コンテンツをユーザ機器の特定領域に保存
するようにステップ２４０を引き起こす。システムは、その後、テキストコンテンツを記
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録コンテンツに関連付けるためのユーザ入力を受信しうる（ステップ２５０）。ユーザ作
成テキストコンテンツを関連付けることを含めて記録コンテンツが終了し、その後、記録
コンテンツはリムーブサーバへアップロードされる（ステップ２６０）。記録コンテンツ
がアップロードされた後、この記録コンテンツは、自動的にユーザ機器から削除される（
ステップ２７０）。リモートサーバにおいて、記録コンテンツは、その後、サービス主体
のウェブサイトまたはコンテンツフィードに対するその適合性が評価される（ステップ２
８０）。上述したように、これは、ソフトウェアフィルタと人間の観察者との両方を用い
て、個別のステップにおいて行われてもよい。記録コンテンツが承認されないイベントに
おいて、ユーザは、記録コンテンツは承認されなかったとの通信を受信しうる（ステップ
２９０）。逆に、記録コンテンツが承認された場合には、ユーザは、その後、記録コンテ
ンツが承認され、その記録コンテンツに対する報酬または報奨金がユーザのアカウントに
適用されたとの通信を受信しうる（ステップ３００）。この後のある時点にて、ユーザの
記録コンテンツは、その後、サービス主体のウェブサイトまたはコンテンツフィード経由
で、一般に向けて掲載されるか、または、配信される。
【００２９】
　本発明の実施形態は、コンピュータプロセッサ、または、方法ステップの形態でプログ
ラム化された類似の機器により実行されてもよく、または、これらのステップを実行する
ための手段が設けられた電子システムにより実行されてもよい。同様に、コンピュータデ
ィスケット、ＣＤ－ＲＯＭ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ
（ＲＯＭ）または当該技術分野において周知のコンピュータソフトウェア記憶媒体などの
電子記憶手段が、このような方法ステップを実行するために、プログラム化された処理装
置と共に用いられてもよい。さらに、これらの方法ステップを表す電子信号もまた、通信
ネットワークを介して伝送されてもよい。コンピュータプロセッサ、マイクロコントロー
ラ、及び、マイクロプロセッサ（例えば、Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｐ．、ＡＲＭ、ＡＭＤ、Ｆ
ｒｅｅｓｃａｌｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ、及び、他の企業により製造されたマイ
クロプロセッサ）を含む他の処理装置及び手段、マイクロコントローラ、ＳｏＣ機器及び
その他、が用いられてもよい。
【００３０】
　本発明の実施形態は、任意の従来のコンピュータプログラミング言語で実施されてもよ
い。例えば、好ましい実施形態は、手続き型プログラミング言語（例えば、「Ｃ」）また
は、オブジェクト指向言語（例えば、「Ｃ＋＋］、「ｊａｖａ」、「ＰＨＰ」、「ＰＹＴ
ＨＯＮ」または「Ｃ＃」）で実施されてもよい。本発明の他の実施形態は、予めプログラ
ム化されたハードウェア要素、他の関連する構成要素として、または、ハードウェア及び
ソフトウェア要素の組み合わせとして実施されてもよい。
【００３１】
　実施形態は、コンピュータシステムと共に使用するコンピュータプログラムとして実施
されてもよい。このような実施は、コンピュータ可読媒体（例えば、ディスケット、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＲＯＭ、または、固定ディスク）などの有形媒体に備えられるか、または、媒
体を通してネットワークに接続される通信アダプタなどのモデムまたは他のインタフェー
ス機器を介して、コンピュータシステムに伝送可能である、一連のコンピュータ命令を含
んでもよい。この媒体は、有形媒体（例えば、光通信、または電気通信回線）または、無
線技術にて実現される媒体（例えば、マイクロ波、赤外線、または、他の伝送技術）であ
ってもよい。一連のコンピュータ命令は、ここで既に説明された機能の全てまたは一部を
具体化する。当業者は、このようなコンピュータ命令は、多数のコンピュータアーキテク
チャまたはオペレーティングシステムと共に使用する多数のプログラミング言語にて書か
れてもよいことを理解すべきである。さらに、このような命令は、半導体、磁気の、光学
の、または他の記憶装置などの任意の記憶装置に保存されてもよく、光学の、赤外線の、
マイクロ波の、または、他の伝送技術などの任意の通信技術を用いて伝送されてもよい。
このようなコンピュータプログラムは、印刷、または、電子文書を伴う取り外し可能な媒
体（例えば、市販のソフトウェア）として流通されるか、（例えば、システムＲＯＭ、ま
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たは、固定ディスク上に）コンピュータシステムが予めロードされるか、または、ネット
ワーク（例えば、インターネット、または、ワールド・ワイド・ウェブ）を通してサーバ
から配信されてもよいことが想定される。当然ながら、本発明のある実施形態は、ソフト
ウェア（例えば、コンピュータプログラム）と、ハードウェアとの両方の組み合わせとし
て実施されてもよい。本発明のさらに他の実施形態は、ハードウェアのみ、またはソフト
ウェア（例えば、コンピュータプログラム）のみにて実施されてもよい。
【００３２】
　本発明を理解する人は、全てが以下に続く特許請求の範囲に記載される本発明の範囲内
であると意図される上述の、代替の構造及び実施形態、または、変形に想到するであろう
。

【図１】 【図２】
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